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T橫極的な

.經
濟
活
動
と

■並
ん
で
、
.不
®
の
事
故
、の
善
衡
策
に
過
ぎ
な

.'

’

-
'.
い
保
險
の
：如
き
消

.稹
的
な
經
濟
過
程
を

i
確
立
す
る

.こ
'と
：が
ク
_.文

明

人

の

_ 

::

.
資
格
セ
あ
る」

で
：か
く
の
ビ
；と
き
.意
味
ぬ
ぉ
.い
.て「

保
險

€>
'
普
及
度
は
文
化

:- 

の
程
：度
を
示

.すj
:

が
y
,わ
が
：國
で
、
.こ
の
保
險
の
理
解
が
不
十
分
：で
、
'實

. 

.
，
質
的
な
利

.用
が
冤
全
で
な

.い

.理
由
を
、
.ま
ず
大
称
敎
按
は「

保
險
が
目
に 

::
見

：
え

，
ぬ

サ
f 

:
ビ
：ス
を
提
供
す
'る
も
の
で
.あ
る
.た
め

^
、
％

財
0
、生

產、

#
.
.
:.
. 

:;
'
铪
事
業

<0
如
く
可
颳
的

.な
鼪

濟

：過

崔

を

持

：た

ぬ

.こ

.とII 、

；：-.
保

險

は

人

：間'生',

:
.
.
活

'の
不
調
和
を
問
題

..
と
す

'る
先
の

.で
あ

.る
た
め
に
、
.な
る
ベ
く
こ
れ
に
耳 

:を
藉
す
ま
い
：と
：す
る

.人
間
が
心
理
的
傾
向

1
.と
し
、：さ

<0
:に
.

「

保
險

'に
關
.：

..す
る
著
作
に

.も

.若
干

•の
*
任
が
あ
る
よ
う
に
思
；わ
れ
る」

0
す
な
わ
ち
，、
從 

:

一
來
の
保
險一.

般
ぬ
關
す
る
费
作
が
、
：學
說
の
：紹
价
や
批
判
と
保
險
の

51
1
的 

:
；

發
酿
を
取
扱
う
こ
と
が
主
た

.富
的
と
し
た
た
め
、

こ
の
本
う
な〔

ァk

 

. 

デ

'、、
ッ
グ
な
.も
.の
だ
け
で
ば

:'
'
現
代
の
保
險
を
身
近
に
引
き
つ
け
.る
こ
と 

は
困
1|」

で
知
.り
ハ
：：.

「

ょ
.り
實

髖

收

な

：：も

：の

、

卽

ち

現

實

の

保

險

：
の

機

構

'
: 

'
0の
解
說
が
、

一
層
虛
减
さ
れ
：ね
.ば
な
ら
ぬ」

：ど
し
、
そ
.し
て
本
戠
は「

そ 

''
.の

(

同
.的
0
>
-

:

/

本
書
は
、
：：保
險
を
人
保
險
矣
財
保
險
と
に
分
け
て 

'

そ

：
の
：
現

實

，
の

■

構
:- 

.

.

の
解
明
に
努
め
で
い
る
が

V
:

一「

I

.

經
濟
的
必
要
と
そ

.

の
弗
足
セ
ヤ
は
、.

^ - 

.

.

保
險
め
死

.

亡
保
險
、
駿
疾
保
險
、f

傷

害

保

險

：ぉ

i

び.

婚
資
保
險
等
の
、
保 

._

事
双

^

生
に
：ょ
る
經
濟
的
必
要
額

0

算
定
を
、

^

亡
保
瞼
と

#

罾

保

險；

.'
は
：そ

0'
'
例
を
も
：示
し
：て
：、：、實
擦
に
則
し

.て
說
明
し
、
：財
保
險
ー
で
ば
、：'物
財 

.

.の
評
倒
に

.は

.使
用
债
値
、
譲
渡
價
格
、

.調
達
價
格
、
'
得
收
益
懷
格
#
ょ

び 

:

嗜
好

.:(

愛
著)

^
格
が
：あ
る

.が
、
ヾ「

保

險

，に

ぉ.い
：て

ほ.原
則
ど
し
て
.再
調

'-
:
 

」
：

達額
-
-
-
-

再
調
達
時
の
：——

が
賠
償
ざ
：れ
ね
ば
な
ら
ぬ

'-
-
;̂
し
'て
、
■■
こ
と
:'
, 

で
現
物
給
付

(
B
e
n
e
f
l
t
s

w.n

 

k
i
n
d
,

 N
a
t
u
r
a
l
e

H-s
a
t
z
).

や
冉
.建

修

項 

(
w
i
e
d
e
r
a
u
s
a
u
k
l
a
u
s
e
l
)
、

新

價

保

资(
N
s
w
e
r
t
v
e
r
s
i
c
h
e

丨
.

> 

六

四

(

四
八
六)

\

_ 

r
u
n
-B
:
.

:

の
問
.題
.に
：言
及
•し
、
，.保
險
金
と
損
害
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
全 

額

保

險(
v
o
l
l
w
e

-^versicherung)
、

第
一
次
危
險
保
險(

I
/
i
u

 

丨

 

x
a
n
c
e

 -au p
r
e

s'.ier r
i
s
q
u
e
; Erstrisi 

穴 oversicheTung
)
、

部 

分(

額)

保

險(
B
s
c
k
t
e
i
l
v

'ar
s
i
c
h
e
r
u
n
g
)

ぉ
よ
び
.免
責
分
附
保
險 

.(franchise)

'
に
.つ
い
て
..、.そ
の
各
々
を
說
明
し
た
ぅ
え
、

こ
れ
ら
相

.
 

.:;
互
..の_
係

.^
解
說
し
て
い
る

.0
..
-
'

「
：

•.
:
•
:
.

つ
い
，で
•本
章
の
保
險
保
護
率(

J
P«r
i
'<I
>
§
ff
^
a1
o
g
 versicherungs- 

s
c
h
u
t
z
e
s
)

の
項
で
は
、
..ご
.れ
セ
の
維
持
方
策
と

.し
て
外
國
貨
保
險
、
裸 

:麥：•

石
炭
等
の
.現
.物
.の
一
一
定
.量
購
入
價
格
の
變
化
に
：應
じ

.て

.保
險
金
額
を 

修
正
す
る
方
法
と
指
數
保
險
方
式

★
述
べ
て
い
る

.が
、
各
項
と
も
實
際
に

■
 

;:敷
字

を

惯

示

：
し

、

:.
'
-
-
そ
.の
亂
明
.は
楹
め
て
.具
體
的
セ
ぁ

>

。
：
:

;
:

h
Î
v偶
發
事
故
ど

.そ
の
把
握」

で
.は
、「

'-
-
-
*
饥
の
保
險
經
營

.を
通
じ
て

. 

...
偶
.然
.た
'.る
事
故
卽
ち
危
險)

の
，槪

念

：が

基

本

的

な

役

割

を

'占

め

_
て

い

る

」

と 

•'
■指
摘
し
、
.危
：險
の
槪
念
：を
抽
象
的
意
味
、
.具
體
的
意
味
ぉ
よ
び
危
險
事
情 

，
の
意
味
の
三
種
に
つ
い
ぞ
述
：ベ
、T

特
定
め
偶
發
事
故
の
發
生
確
率
を
定

..

.V

め
.る
*

提
.と
、し
'て
、
.危
險
事
情
を
詳
し
く
知
る
必
要
が

'お
る」

。
こ
の
個
 々

■
の
契
^
の
：危
險
事
情
は
、
：
.「

被
保
險
物
又
は
被
保
險
者
一
般
：に
'固
有
な
危 

.險
事
情
を
總
稱
す
る

(

こ
の
，場
合
被
保
險
者
の
性
格
か
：ら
生
ず
る
特
殊
の 

危
險
は
別
：に
取
扱
：わ
れ
る

〕

1-
も
，の
"と
し
て
客
觀

.的
危
險

.と
、「

注
意
心

• 

'
.
信

賴

粗

文

は

名*
心
の
大
小
に
を
り
、
約
言
す
れ
ば

.、
被
保
險
者
自
身
、
 

又
は
被
保
險
物
件
、

'
又
■は
被
保
險
者
と
接
觸
す
る
者
の
性
格
に
よ
つ

て
㈣ 

'
.定
さ
れ
る

1-
主
觀
的
部
分
よ
り
な
：る
と
す
る

'0
.

.「

保
險
料
龙
危
蜂
忙
よ
つ
て
階
段
づ
け
る
原
則」

す
な
わ
ち
保
險
技
術 

的
公
'正
の
原
則
'ま
た
は
給
付
瓦
鄴
給
付
均
等
の

' 原
則
の
遂
行
の
た

め
に 

は
、，
つ
ま
り
保
險
康
谭
の
.決
定
に
は
、
客
觀
的
危
說
'の
把
握
が
必
要
で

ぁ 

り
、申
込
人
の

'

r

告
知」

に
よ
る
個
別
的
危
險
の
評
價
、
.
損
害
經
過
に
關
す 

る
經
驗

.の

.蒐
集

上

.
、

「

.一
定

期_
肖

.に
發

生

す

，
る«

«
の
^
と
、
觀
察
さ
れ 

.る
契
約
敷
と
.の
.比J :

で
あ
る

.F

損
害
顔
度

n
損
害
發
生
確
率
と
個
々

.の
損

.
'

樓
琳
故
の
際
支
柳
ぅ
保

.險
焱
を
卒
均
し
た
額
卽
ち
平
均
的
損
害
の
額

」

の
.
 

觀
察
に
よ
っ
て
危
險
の
程
度
は
測
定
さ
れ
ぅ
る
が
、
こ
こ
に

「

保
險
技
術 

的
公
平
の
原
則
は
、危
險
程
度
に
應

.じ
た
保
險
料
傘
の
階
段
付
け
を
要
求

」

し
、
保
險
料
难
表
の
作
成
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
薔
は
、
，こ
の
料 

傘
表
に
關
し
て
丹
念
な

.説
明
を
施
し
、

r

料

率

表

の

範

園

.が
、
參
考
と
す
る 

檩
識
數
の
增
加
に
っ
れ
て
、
急
激
に
擴
大

.す
る
と
き
は
、
や
が
て
喁
カ
な 

浦
犁
化
を
試
み
る
必
要
に
迫
ら
れ
る

」

と
し
、
.こ
れ
は
集
；本
料
串
と
數
的

.

^
險
評
俏
法

(Nummeriscjhe 

Kisikolbewertung; 

numeri- 

c
a
l

w.y
s
t
e
m

 of rating
.
)

に
よ
る
割
僧
ま
た
は
割
引
测
足
方
法
の
採 

H1
.に
よ
っ
て
達
せ
ら
，れ
る
が
、

.ざ
ら
に

「

然

L
こ
の
數
的
な
危
險
評
.價
は

.

.

.

.一
般
的
な
承
認
乜

.#
る
こ
と
は
困
雛
で
あ
石
。
こ
.の
手
續
に

よ
っ
：

て
す
ベ
て
が
旨
く
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

…
…

…
」

と
述
べ
て
、
こ
の 

點
に
%-
硏
究
を

.進
め
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
項
の

.、
主
觀
的
危
險
，の
制
限 

と
技
術
的
把
握
の
說
明
も
含
め
て
、
こ
の
章
の
各
啟
に
實
例
を
掲
示
し
て

.

.
 

坐
き
た
保
險
の
問
題
の

i

端
に
觸
れ
て
い
る
。

「

V

相
互
的
充

.足
の
原
價

^

保
險
料」

で
は
、
保
險
原
價
と
し
て 

の
保
險
料
の

#
定
は
、
，「

如
何
な
る
支
出
が
個
々

.€
>
保
險
契
約
.に
と
っ
て 

.

必
獎
で
あ
る
，か
を
、

.豫
め
計
算
し

#
な
いJ

こ
と
に

他
の
商
工
業
，
銀
行 

業
の
原
價
計
筧
と
本
質
的
に
相
違
す
る
點
を
認
め

—

、.

保
險
事
業
に
お
け

る

 

一
切
の
fi
*

#
の
前
提
と
し
て
、

r

大
數
法
則

.の
行
わ
れ
る
如

-#
充
分
多
數 

の
保
險
契
約
を
茈
礎
と
し
て
損
害

(

保
險
金
請
求

)

を
統
計
的
に
評
價
檢

.
■
 

討
す
る
こ
と
が

.必
要」

.
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

.本
章
で
は

「

保
.險
料
が
危 

險
程
敗
に
よ
っ
て
階
，級
づ
け
ら
れ
な
い
、
從
っ
て
す
ベ
て
の
.被
保
險
者
に 

と
つ
て
等
領

」

で
あ
る
と
こ
ろ
の
平
均
保
險
料

(
D
u
r
c
h
s
c
h
n
i
t
t
s
p
r
s
-

. 

m
i
e

 ; 

a
v
e
r
a
g
e

 

P
M
®日
£0
日)

の
問
題
に
注
意
が
向
け
ら
れ
石
の
で
あ

.

る
。
こ
れ
は
社
會
保
險
や
私
營
の
圃
雔
保
險
ま
た
は
一
定
集
國
物
件
の
一 

，括
式
保
險
契
約
の
場
合
の

.保
險
料
計
算
方
式
と
し
て
、

「

そ
れ
自
體
游
殊 

な
間
題
を
包
藏

」

す
る
、「

現
實
夂
離
れ
て

.危
險
の
不
變

.と
い
，
ぅ

擬

制

の

上

赉
評
及
び
細
介

.

ゾ
に
立
づJ

も
の
で
は

^
る
が
、
し
か
も
新
式
の
保
險
の
童
要
な
研
.究
點
と 

.

.し
て
擧
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
こ
の

.點
、
平
均
保
險
料
の 

.
計
算
法
と
し
て
ヽ
⑴
經
驗
料
率
法
ゝ
⑵
個
別
的
自
然
保
險
料
を
平
均
す
る 

方
.法
、

(3
)
個
別
的
恒
常
保
險
料
の
平
均
、
⑷
技
術
的
平
均
保
險
料
法

(
T
e

丨
 

.

.

c
.
h
n
i
s
c
h
®
.
.
I
>
u
r
e
h
n
i
t
t
s
p
r

sa;

日ie} 
‘ 

.
を

示

し

、
..さ

ら

に

開

放

的

な

ら

び 

•
に
封
鎖
的
保
險

_
團
に
お
け
る
平
均
保
險
料
の
間
題
に
も
考
察
を
‘双
ぽ
し 

て
、
比
較
的
懇
切
に
說
明
し
て
い
る

0.
附
加
保
險
料
と
總
保
險
料
や
保
險 

料
の
返
還

Q

rf»
:
m
i
e
.
n

2 :
c
k
g
e
w
0>
:
h
r

)

の
項
，も
含
め
て
、
内
容
が
具
體 

.的
に
し
て
實
際
的
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

。

'

'「

I

保
險
技
術
的
危
險
と
そ
の
對
策

」

で
は
、
保
險
經
營
獨
特
な
典 

塑
的
危
險
、
す
な
わ
ち
保
險
技
術
的
危
險

(
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
t
e
c
h
n
i
s
-

 

c
h
e
s

 

R
i
s
i
k
o
)
、

つ
ま
り「

損
害
卽
ち
保
險
金
請
求
の
數
と
範
圍
と
が
保 

險
料
計
筧
の
塞
礙
と
众
つ
た
數
と
範
圍
と
を

.超
過
す

.る
危
險
と
可
能
性

」 

■の
發
生
.原
因
と
そ
の
性
質
を

明
か
に

し
、

こ
れ

に
對
杭
す
る
有
办
な

る 

手
段
と
し
，て
の
再
保
險
、

.
保
險
プ
ー

.ル
、

.共
同
保
險
、

惨
害
保
險
同
盟 

(
K
a
t
a
s
t
r
o
p
h
e
n
v
e
r
b
a
n
d
y

お
ょ
び
非
常
危
險
協
同
體

(
N
o
t
g
e
-

 

.
m
e
i
n
s
c
h
a
t
e
x
o

に
つ
い
て

解
說
を
施
し
て

い
るo

「

.!
'
保
險
事
業

」

；で
.は
.、
保
險
事
業
の
特
性
を
財
貨
の
生
庳
や
流
通 

と
は
關
係
の
な
い
貨
幣
操
作
と
し
て
、

「

ィ
ン
フ
ヤ
ー
シ
ョ

.ン
に
際
し
、特 

に
長
期
保
險
の
加
入
者
を
不
利
な
地
位
に
陷
し
い
れ
る

」

と
し
、
保
險
の 

收
支
相
等
の
原
則
は
傲
險
琪
業
の
危
險
を
著
し

,<
減
少
さ
せ
て
、「

そ
れ
は 

單
に
加
入
者
の

.た
め
の
受
託
機
關
に
過
ぎ
な
い
觀

」

を
呈
せ
し
め
る
。

「

保 

險
事
業
全
體
か
ら
見
て
、
營
利
企
業
の
少
な
い

」

特
性
は
こ
の
た
め
で
あ 

り
、
さ
.ら
に

「

豫
見
で
き
ぬ
異
例
な
保
險
命
支
拂
い
、

.
又
は
：保
險
料
不
足 

.
に
備
え
る
擔
保
手
段
と
し
て
の

H
的
、
，或
は
加
入
者
の
年
々
の
分
擔
金
を 

平
均
せ
：.し
め
るS

的
、
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い

」

こ
と
を
、
保
險
事
業
の
特 

性
の
ー
フ
で
あ
る
と
し
て
い
る

'

.

'

.

,

「

观

保

險

學

J

の
窣
の
最

.游
頁

'に
お
い
て
、
大
休
敎
授
は

「

藩
者
が

-
■
 

、f 

六
五
.

(

四
'八
七)



:

三
田
學
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雜
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第

六

號

•

本
#

に
お
い
，
.て
採
用

'せ
る
.保
險
概
念
も
、

.
こ
の
經
濟
的
必
喪
充
足
說
に

M
- 

..す
る

も
.の
'で
あ
る
が
、

社
會
保
險
を
も
含
め
る
た
め
に
、
偶
然
串
に
應
ず

.
 

る
保
險
料
と
い
う
條
饨
は
排
粢
し
て
い
る

」

と
述
べ
、
■こ
の
說
が
最
も
優 

れ
て
い
る
と

.い
う
极
據
を
、

「

と

の
-概
念
自
體
の
中
に
保
險
の
內
容
を
明 

示
し
て
い

.る」

.か
ら
で

あ
る
と

し
て
、
.

「

保
險
保
護
の
內
容
は
、偶
然
的
事 

故
に
際
し
て
の
經
濟
的
必
要
を
充

.た
し
得
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
必
耍
を
，
 

的
確
に
充
た

t
得
る
施
設
は
、

.保
險
を
除
い
て
は
存
在
し
な
い

■」
"

さ
ら
に 

「

保
險
保
誰
の
程
度
、
卽
ち
保
險
の
効
卑
を

.問
題
と
す
る
場
合
、
こ
の

㈱ 

濟
的
必
要
充
足
說
に
装
づ
い
て
の
み
、

.滿
足

.で
身
る
解
明
が
得
ら
れ
る

」

。

つ
ま
り
珙
實
に
發

.生
：せ
る

費
用

ま
.た
は
«
«
と
現
货
の
支
拂
保
險
金
と
の 

比
と
し
て
の
保
險
保
護
の
程
度
は
、

「

と
れ
.こ
そ

經

濟

的

必

要

^

ゑ

說

に

お 

け
る
經
濟
的
必
要
と
、
そ
办
充
足
額
の
比
を
示
す
も
の
で
あ
る

」

.か
ら
と 

述
ベ
て
い
る
。
そ
し
て

「

I

保
險
の
槪
念

」

.に

.遡
つ
て
は

「

生
活
危
險 

に
よ
り
偶
發
す
る

一
定
の
經
濟
的
必
興
.(
入
用)

を
豫
定

す
る

多
數
の

_
 

濟
単
位
が
、

.技
術
的
邀
礎
に
よ
つ
て

.、
相
互
に
そ
の
■必
要
を
充
足
す
る

こ 

>
が
保
險

(
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g

 
 ̂i

n
s
u
r
a
n
c
e
; 

a
s
s
u
r
a
n
c
e
)

で
あ

る」

と
記
し
て
-
*
る
0.

大
林
敎
授
は
、上
述
の
意
味
の

T

經
濟
的
必
要

」

と1
K

う
こ
と
を

「

姐 

經
濟
的
必
要
と
そ
の
充
足

」

に
て
說
明
し
て
い
る
。
ま
ず
人
保
險
で
は

「

死 

亡

•
駿
疾

•
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
經
濟
的
不
利
益
卽
ち 

費
用
の
發
生
、，

又
は
勞
働
收
入
の
喪
失
の
形
を

.
と
る」

經
濟
的
必
要
と
述 

ベ
、
財
保
險
で
は

「

物
財
に
發
坐
す
る
危
險
.の
た
め
に
關
係
者
に
發
生
す 

る」

經
濟
的
必
要
と
記
し
、

「

保
險
に
と
つ
て
越
と
な
る
べ
き
價
格
は
、

一
 

方
に
お
い
て
、
保
險
加
入
者
の
現
實
の
經
濟
的
必
耍
を
賠
償
し
得
る
も
の 

で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
危
險
の
大
い
さ
に
相
當
す
る
保
險
料
を
算
出 

し
得
る
も
の
で
な
く
て

■は
な
ら
ぬ

」

。「

菩
々d

、

そ
れ
ぞ
れ
の
豫
想
の
經 

濟
的
必
耍
と

保
險
料
支
拂
能
力
と
.
に
應
じ
て
、
保
險
金
額
を
定
め
保
險
を 

契
約
す
る

」

_

と
し
、.「

經
濟
的
必
要
を
充
足
す
る
た
め
の
保
險
金
の
支
拂

.

)

,

:

.六
六 

'
.
.

(

四
八
八)

.

. 

'

(

.保
險
給
付

)

は
、
.
そ
：の
量
に
お
い
て
必
要
に
應
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
そ 

:

の
'給

付

の

時

期

に

お
い

て

必
要
發
生
の
形
態
に
應
ず
る
こ
と
が
、
保
險
の 

保
護
を

一

層
効
果
あ
ら
し
め
る

」

と

論
じ
て
い
る
が
、
本
書
全
體
を
通
讀 

し
て
も
、
入
用
充
足
說
ま
た
は
經
濟
的
必
要
充
足
說
に
對
す
る
一
般
的
な 

'
非
難
、
す
な
わ
ち

'「

需
要
'な
き
に
保
險
あ
る

.

.こ
と」

と

「

需
要
め
大
小
と 

.定
額
支
拂
の
間
に
相
關
關
係
な
き
こ

と

」

、

ま
た
は「

豫
定
入
用
と

現
^
入 

用

の

差

異」

等

べ

，
の

解

答

は

與

ぇ

ら

れ

て

い

な

.い
。
.

さ
て
本
書
は
、
保
險
：の
實
際
あ
る
い
は
實
體
の
解
明
を
中
心
と
し
、
簡 

潔
平
明

_の
表
現
を
用
い
、
數
多
の
實
例
を
提
示
し
て
、
生
き
た
現
代
の
保 

險
の
機
櫳
を
明
確
に
し
、
胃
頭
に
逾
べ

.た
ょ
う
な
所
期
の
目
的
を
一
.應
達 

し
て
は
い

.

が̂
、
隴
钇
得
て
蜀
を
望
む
こ

.と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら 

.に
統
一
的
な
、
體
系
的
な
理
論
的
考
察
を
施
し
た
保
險
學
理

の
完
成
篇
あ 

'る
い
は
續
篇
の
出
現
が
强
く
希
望
さ
れ
石

0'
で
あ
る
。

(

著
者
大
林
良
一
氏
-
一

 

橋
大
學
敎
授
、

B

6
版
、
一
九

0
頁
、索
引
六 

頁
、
昭
：和
二
十
九
年
六
月
十
五
日
、
弘
道
館
、

ー
七

0
圓)

(

庭
田
範
秋)

:

才
ス
カ

ン

ラ
ン
ゲ
著
 

•

_
都

留

重

人

監

修

譯

.

社
會
主
義
體
制
に
お
け
る
統
計
學
入
門

現
在
社
會
主
義
體
制
を
採
っ
て
い
な
い
國
.の
人
々
は
社
會
主
義
國
で
出 

版
さ
れ

.た
#
物
を
手
に
し
た
.時
の
一
種
の
輕
い
サ
ン
ぺ
ン
ス
を
感
じ
る
も 

の
.で
あ
る
。
經
濟
學
に
於
て
，マ
ル
ク
ス
經
濟
學
と
近
代
經
濟
學
が
對
立
し 

.
て
柑
入
れ
な

.い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
所
で
あ
る
が
、
經
濟
分
析
に 

統
計
的
分
析
が
不
可
能
の
も
の
と
な
っ
た
今
日
、
統
計
學
に
於

て
も
そ
の 

こ
と
が
問

.題
と
.な
ろ
う
。
日
本
に
於
：て
も
飜
譯
書
を
ふ
く
め
て
統
計
學
云 

々
と
、い
う
表
題
の
書
は
數
多
く
出
版
さ
れ
、
そ
の
內
、
飱
ん
ど
が
入
門
書 

.
で
あ
る
か
ら
い
き
お
い
內
容
も
大
同
小
異
と
な
っ
て
や
や
過
乘
生
產
の
氣 

'味
か
と
も
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
本

書

r

統
計
學
入
門

」

も
た
だ
そ
れ
だ

け

..
な
ら
ば
別
に
た
い
し
た

a：
意
も
引
か
な

.い
だ
ろ
ぅ

.が(

副

題

「

社
#
主 

義
體
制
に
お
け
る

1-
と
い
ぅ
文
字
が
眼
に
入
る
時
、
自
ら
別
の
魅
.力
を 

發
挪
す
る
こ
と
に
な
ろ
ぅ
。
.そ
の
よ
ぅ
な
副
題
の
つ
い
た
本
は
今
迄
に
な 

か

.■つ
た

.か
ら
で
あ

.る
。
以
下
本

*
の

-特
徵
を
示
す
と
思
■わ
れ
る
文
草
を
ば 

.つ
す
い
し
、て
行
く
こ
と
に
す
る

0

ラ
ン
ゲ
の

.序
'言
が
本
書
の
特
色
.を
最
も 

‘ノ
よ
く
示
す
で
あ
ろ
ぅ
。

「

本
帶
は
〃
計
晝
及
び
統
計
專
門
學
校
"
統
計
學
部 

の
舉
生
の
た
め

-,
九
五

0
丨

五

一

學

年

度

に

行

っ

た
！
！

義

を

基

礎

'と

し

て 

作
ら
れ

_た
も
の
で

.あ
る

0
私
が
本
瞥
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
'は
學 

坐
や
同
僚
や
多
數
の
統
計
實
際
家
の
す
す
め
も
あ
ひ

.た
が
、

.マ
ル
ク
ス
：

レ
I
一一
 

ソ

主
義
的
方
法
お
よ
び
現
代
科
學
の
要
請
に
應
ず
る
統
計
學
理
論

.
 

の
系
統
的

.な
敎
材
が
ポ
ー
ラ

■ン
：ド

の
文
献
に
な
い
と
い
ぅ
事
實
か
ら
マ
あ

'
 

っ
た
.
9
本
帶
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
特
に
マ
ル
ク
ス
：
.：レ
一
ニ
ン
主
義
的
方 

法
の
要
請

■に
こ
た
え
る
點
に
關
す
る
限
り
取
に

.部
分
的
に
充
た
•し
て
い
る 

に
過
ぎ
な
い
。
統
計
學
硏
究
の
分
野

.に

.お
け
る
マ
ル
ク
ス

.
レ
ー
ニ
ス
主

'
 

義
的
方
法
の
收
權
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
も
げ
が
あ
っ
て
、
そ
の
結
來
も 

...

漸
次
に
認
識
さ
れ
る
に
す
ぎ

.な
い
.傲
況
で
あ

.る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は 

現
在
ソ
ビ
工
ト
同
盟
で
行
わ
れ
て
い
る
統
計
學
に
關
す
る
さ
か
.ん
な
討
論 

.が
證
明
し
て
い
る
。
こ

6

討
論
は
ま
だ
終
つ
て
い
な
い
の
で
あ
り
現
在
そ 

の
結
舉
め
す
べ
て
を
豫
見
す
る
こ
と
は
で
き

^:
い
。
そ
れ
故
こ
の
テ

I

マ
.
 

に
う
.い
て
言
わ
九
て
い
る
こ
と
や
書
か

'れ
て
い
る
こ
と

o'
多

く

が.'
.
慨

足
 

的
性
質
を

.も

.
つ
て
い

.る
こ
と
を
あ

•
か
じ
め

心
得
て
杈
く
必
要
が
あ

る

。
.

こ
の
こ

.と
は
本
書
に
含
ま
れ
た
多
く
の
，王
張
に
つ
い
て
も
.い
え
る
の
で

_あ 

る
。
そ
れ
ら
の
主
張
は
、
今
後
の
研

.究
と
討
論
の
結
果
に

.よ
っ

て
.#
檢

討
 

さ
れ
な
け
れ
.は
也
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
れ

n
あ
ら
ゅ
る
學
問
的
著
作
の 

ノ
も

.っ
運
命

.で
あ
る
。
私
は
統
計
學
理
論
の

_
義
を
ー
»
し
て
辨
證
法
的
唯 

.
物
論
の
方
法
論
に
侬
據
す
る
よ
ぅ
に
努

た̂

0
この

..

こ
と
は
，ま

.ず
第
，一
，
.
I 

經
驗
批
判
論
ま
た
は
ネ
オ

.
-■■
ポ
ジ
：テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
前
提
か
ら
出
發
す
る

. 

ブ
ル
ジ
：.

ョ
ァ
統

?|
-學
.者

.0
大
多
數
と

.異
っ
て
、

-統
計
學
を
大
量
過
程
に
お

.

‘

#

評.

及

び

賴

介
..

い
て
作
用
し
.
て
い
る
因
果
關
係
：の
硏
究

II
]

具
と
し
て
.一
貫
し
て
理
解
す
る 

:
.
と
い
う
點
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

.
統
計
學
の
こ
の
性
格
は
、講
義
全
.體
を
通 

じ
て
あ
ら
わ
れ
て
お
ヵ
、

一
見
極
め
て
抽
象
的
な
數
瑰
的
な
結
論
に
お
い 

.

.

てさえもグ

0

う

.

で
あ
る
，
次
に
私
は
又
統
計
學
理
論
の
講
義
を
史
的
唯 

物
論
お
ょ
.
び
マ
ル
タ
ス
.
主
義
經
濟
學
の
现
論
-に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
努
め 

U

 
0
史
的
唯
物
論
と
マ
，ル
ク
ス
主
義
經
濟
學

.
は
碑
會
.
經
濟
過
程
の
規
則 

.

性
が
、
自
然
界
に
お
い

‘て
見
ら
れ
る
：過
程
の
規
則
性
と
質
的
に
異
る
特
質 

'
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い

.
る
0

こ
の
原
理
的
差
異
の
無
視
こ
そ
は
、
ブ
ル 

.
ジ.
ョ
ァ
統
計
理
論
の
多
く
の

'
誤
解
の
.
源
泉
で
.
あ
り
、.
そ
れ
.は
資
本
主
義
體 

制
に.
奉
仕
す
る
辯
護
論
的

"
把
握
"
に
最
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
も
の
で 

•

あ
る
。.

そ
れ
故
社
會
•.
經
、濟
的
大
量
過
程
の
特
質
が
完
全
に
強
調
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い

^

そ
れ
に
は
社
會
^
經
濟
統
計
學
を
マ
ル
ク
ス

*
レ
ー 

.

ニ.V

主
義
社
會
經
濟
理
論
に
蕋
礎
.を
お
く
特
殊
科
學
と
し
て
す
な
わ
ち
あ 

.......ら
ゆ
る
種
類
：の
高
度
の
袖
象
段
階
に
お
，い
て
大
量
過
程
を
把
え
る
數
理
統

計
.の
一
段
理
論
の
結
果
が
補
助
的
役
割
を
演
ず
る
ょ
う
な
科
學
と
し
て
取 

.

.
敬
う
こ
と
が
要
請
さ
れ

-^
°.

こ
：の
耍
請
に
應
じ
て
こ

の
：！！

義
は
社
會

，
0 

濟
過
稗
の
統
計
的
記
述

-
と
統
計
分
析
.
だ
け
を
對
象
に
し
て
お
り
、
こ
の
講 

、
義
の
中
で
展
開
さ
れ
.る
一
般
數
理
統
計
の
原
則
は
こ
れ
ら
の
過
程
の
分
析 

の
用.
具
と
し
.
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
に
社
#

♦
經
濟
過 

.

程
と
き
わ
め
；て
密
接
に
關
連
し
て
い
て
講
義
の
中
で
：可
能
な
か
ぎ
り
解
明 

す
る
必
要
.
の

あ

る—*
一
 

つ
の.
種
類
の
大
最
過
程
が
存
狂
し
て
い
る
。
そ
れ
は 

パ
農
事
試
驗
の
統
計
的
管
理
と
生
：產
の

'
®s

的
品
質
管
理
の
對
象
と
な
る
過 

.

,

•
程
で
あ
る
。
農
事
.
試
驗
の
.
統
計
的
管
理
と
生
庳
の
統
針
的
品
質
管
理
は
社

. 

'

會
の
生
產
カ
に
關
連
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
社
會
經
濟
的
過
程
の 

.
統
計
的
分
析

I

そ
の
對
像
は
生
產
_

0

と
そ
れ
に
菡
礎
を
置
く
上
述
の 

,

諸
關
滿
.
で
あ
る
。
I
.

の
重
：要
.
な
補
足
で
あ
る
。」

第
一
章
®

5

學
の
對
象 

,

'
と
課
題
。
第
一
.
節
大
量
過
程
の
經
、過
に
お
け
る
規
則
性
。
個
々
の
場
合
に 

.
は
規
則
性
ボ
明
ら
.
か
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

. '-
太
最
に
お
.い
て
と
ら
え
れ
ば

(

四
八
九)

づ .
七


